
司法書士高橋大治郎事務所ミニコミ「まめまめ通信 ２０１３年３月 第３号」     （１） 
 

 
 

           

公
正
証
書
遺
言
の
活
用 

事
例
か
ら
学
ぶ
遺
言
書 

 
 

 

（そ
の
３
） 

  

Ａ
さ
ん
は
、
健
康
に
不
安

を
感
じ
、
遺
言
書
を
作
成
し

ま
し
た
。
脳
梗
塞
の
後
遺
症

で
、
手
足
が
不
自
由
な
Ａ
さ

ん
は
、
長
文
の
文
字
を
書
く

の
が
難
し
い
た
め
、
妻
に
「
添

え
手
」
を
し
て
も
ら
っ
て
、
遺

言
を
書
き
ま
し
た
。 

 

Ａ
さ
ん
の
死
後
、
妻
が
遺
言

書
を
元
に
相
続
手
続
を
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
他
の
相

続
人
か
ら
遺
言
の
無
効
を
主

張
さ
れ
て
裁
判
に
な
り
、
判

決
で
遺
言
の
無
効
が
確
定
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

         

上
記
は
実
際
に
あ
っ
た
事

例
で
、
最
高
裁
で
「
妻
の
添
え

手
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
さ

れ
た
自
筆
証
書
遺
言
は
、
民

法
九
六
八
条
一
項
の
自
筆

の
要
件
を
充
た
し
て
い
な
い

の
で
、
無
効
で
あ
る
。
」
と
の

判
断
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

脳
梗
塞
に
限
ら
ず
、
年
齢

を
重
ね
る
と
、
目
も
悪
く
な

り
、
長
文
は
書
き
づ
ら
い
も
の

で
す
が
、
遺
言
は
、
い
ろ
い
ろ

と
要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

要
件
を
充
た
し
て
い
な
い
と
、

無
効
と
扱
わ
れ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
場
合
、
費
用
は
掛
か
り

ま
す
が
、
公
正
証
書
遺
言
が

オ
ス
ス
メ
で
す
。 

 

公
正
証
書
遺
言
は
、
二
名

の
証
人
の
立
会
い
の
下
、
公
証

人
が
作
成
す
る
も
の
で
す
。 

 

遺
言
者
が
自
筆
で
書
く
必

要
が
あ
る
の
は
、
自
身
の
名

前
の
み
で
す
し
、
裁
判
所
の

検
認
を
受
け
な
く
て
も
使
え

る
の
で
、
便
利
で
す
。 

 

た
だ
、
公
正
証
書
遺
言
で

も
、
痴
呆
な
ど
を
理
由
と
し

て
、
遺
言
者
自
身
が
遺
言
能

力
を
欠
く
と
し
て
無
効
に
な

った
事
例
も
あ
り
ま
す
。 

 

あ
る
公
証
人
か
ら
話
を
聞

い
た
の
で
す
が
。
高
齢
者
が

遺
言
を
遺
さ
れ
る
場
合
、
あ

る
特
定
の
相
続
人
に
有
利
な

偏
っ
た
内
容
だ
と
、
争
い
に
な

り
や
す
い
そ
う
で
す
。 

 

相
続
人
全
員
の
遺
留
分
を

侵
さ
な
い
よ
う
な
内
容
に
す

る
と
か
、
「
付
言
」
と
し
て
こ
の

よ
う
な
遺
言
内
容
と
な
っ
た

理
由
を
記
載
す
る
な
ど
の
配

慮
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
な
お
事
例
の
場
合
、
遺
言

者
は
手
足
が
不
自
由
な
の
で
、

公
証
人
役
場
に
出
向
く
こ
と

も
な
か
な
か
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
公
証
人
は
必
要
に

応
じ
て
出
張
し
て
く
れ
ま
す

（
四
時
間
以
内
で
一
万
円
の

旅
費
が
必
要
で
す
）
。 

 

詳
し
く
は
、
当
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息 
  

姫
路
で
は
、
最
近
続
々
と

「
ｂ
ａ
ｒ
（
バ
ル
）
」
が
オ
ー
プ
ン

し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

開
店
ブ
ー
ム
で
す
。 

 

バ
ル
は
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
飲
み

屋
さ
ん
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ

っ
て
、
タ
パ
ス
（
お
ツ
マ
ミ
）
を

食
べ
な
が
ら
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ

ン
、
シ
ェ
リ
ー
な
ん
か
を
飲
め

ま
す
。 

 

姫
路
で
古
く
か
ら
あ
る
バ
ル

と
い
え
ば
、
綿
町
の
「
サ
ボ
ー

テ
」
で
、
こ
ち
ら
は
、
フ
ー
ド
メ

ニ
ュ
ー
が
本
格
的
で
、
レ
ス
ト

ラ
ン
と
し
て
も
使
え
ま
す
。 

 

客
の
ほ
と
ん
ど
が
注
文
す

る
の
が
「前
菜
盛
合
せ
」。 

 

メ
イ
ン
で
も
出
せ
る
料
理
が

入
っ
て
い
て
お
値
打
ち
で
す
。 

 

ラ
ン
チ
に
も
前
菜
が
つ
い
て

き
ま
す
よ
♪ 

      

ウ
チ
に
も
相
続
税
が
？ 

平
成
二
七
年
、
相
続
税

が
変
わ
る
見
込
み
で
す
。 

  

「
平
成
二
五
年
税
制
改
正

の
大
綱
」
及
び
「
所
得
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二

七
年
一
月
一
日
か
ら
相
続

税
制
が
大
き
く
変
わ
る
見
込

み
で
す
。 

 

相
続
税
の
基
礎
控
除
は
、

現
行
五
千
万
円
＋
一
千
万

円
×
法
定
相
続
人
の
数
で
す

が
、
改
正
に
よ
り
三
千
万
円

＋
六
百
万
円
×
法
定
相
続

人
の
数
と
な
り
ま
す
。  

 

妻
一
人
、
子
二
人
の
方
が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
ざ
っ
く
り

言
え
ば
、
遺
産
の
額
が
四
千

八
百
万
円
を
超
え
れ
ば
相
続

税
の
申
告
対
象
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
（
改
正
前
は
、
八
千

万
円
超
が
対
象
）
。 

 

ま
た
、
最
高
税
率
も
、
現

行
五
十
％
が
、
改
正
に
よ
り

五
十
五
％
に
。 

 

相
続
税
対
策
は
、
大
丈
夫

で
す
か
？ 

 

ま
め
ま
メ
モ 

まま
めめ
まま
めめ
通通
信信  

二
〇
一
三
年
三
月 

第
三
号 

  

司
法
書
士
高
橋
大
治
郎
事
務
所
か
ら
、
耳
寄
り
な 

情
報
を
発
信
い
た
し
ま
す
。 
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調
整
区
域
に
住
宅
を
… 

市
街
化
調
整
区
域
は
、

「
市
街
化
を
抑
制
す
る

区
域
」で
す
。 

  

「
市
街
化
調
整
区
域
の
農

地
を
転
用
（
宅
地
化
）
し
て

家
を
建
て
た
い
が
、
無
理
だ

と
言
わ
れ
た
。
何
と
か
な
ら

な
い
か
」
と
い
っ
た
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

市
街
化
調
整
区
域
は
、
都

市
部
以
外
の
農
地
な
ど
が
広

が
る
エ
リ
ア
に
設
定
さ
れ
て
い

て
、
一
定
の
例
外
を
除
い
て
、

住
宅
を
建
築
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

 

例
外
と
い
う
の
は
、
「
農
家

住
宅
」
や
「
分
家
住
宅
」
、
「
既

存
集
落
に
お
け
る
住
宅
」
な

ど
で
す
。 

 

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
っ

て
も
、
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
は
、

「
新
規
居
住
者
住
宅
区
域
」

や
「
地
縁
者
住
宅
区
域
」
と
い

う
も
の
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
要
件
を
充
た
す
者
が

住
宅
を
建
て
る
場
合
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
農
家
住
宅
は
、
農

業
従
事
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も

建
て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

一
定
以
上
の
耕
作
面
積
が
あ

る
か
ど
う
か
や
、
耕
作
地
と

建
築
予
定
地
と
の
距
離
な
ど
、

細
か
い
要
件
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 

ま
た
、
要
件
に
該
当
す
る

住
宅
を
建
築
す
る
場
合
で
も
、

現
地
が
「
農
業
振
興
地
域
の

農
用
地
区
域
」
に
指
定
さ
れ

て
い
れ
ば
、
宅
地
に
転
用
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
さ

れ
れ
ば
、
転
用
許
可
を
受
け

て
転
用
で
き
ま
す
が
、
非
常

に
厳
し
い
審
査
が
あ
り
、
手

続
も
長
期
間
か
か
り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
当
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

    

毎
月
第
３
土
曜
日
、
当
事
務

所
に
お
い
て
、
「
相
続
・
遺
言

休
日
相
談
会
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
（参
加
費
不
要
）
。 

 

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。 

 

な
お
、
当
日
以
外
で
も
随

時
、
ご
相
談
受
付
中
で
す
。 

     

事
務
所
案
内
が
で
き
ま

し
た
♪ 

  

去
年
、
高
橋
事
務
所
に
は

三
人
も
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
入

社
し
た
の
に
、
古
い
ス
タ
ッ
フ

写
真
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
正

月
明
け
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
、

写
真
を
色
々
撮
り
、
そ
の
写

真
を
使
っ
て
先
日
、
事
務
所

案
内
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

顧
客
様
に
は
、
事
務
所
案

内
を
通
じ
て
、
当
事
務
所
の

新
し
い
一
面
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
初
め
て
の
方
も
、
当
事

務
所
を
知
る
手
掛
か
り
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
存
じ
ま

す
。 

        

 

ひ
な
祭
り
を
し
ま
し
た
。 
  

三
月
三
日
、
自
宅
で
ひ
な

祭
り
を
祝
い
ま
し
た
。 

 

編
集
長
の
長
女
（
一
歳
五

か
月
）
に
と
っ
て
は
二
度
目
の

ひ
な
祭
り
で
す
。 

 

ち
ら
し
寿
司
と
蛤
の
吸
い

物
を
用
意
し
て
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
を
ご
招
待
。 

 

長
女
は
現
在
、
相
当
な
暴

れ
ん
坊
で
、
何
で
も
掴
ん
だ

り
、
投
げ
た
り
す
る
の
で
、
今

年
は
段
飾
り
を
あ
き
ら
め
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
上
に
、
お
内

裏
様
と
お
雛
様
だ
け
を
飾
り

ま
し
た
。 

 

ぼ
ん
ぼ
り
を
点
け
て
や
る
と
、

割
り
箸
を
握
り
し
め
な
が
ら
。

「
お
～
う
！
」
と
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
。 

（編
集
長 

高
橋
克
彰
） 
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高橋大治郎事務所 
司法書士・行政書士・土地家屋調査士   WEB なら、「姫路 相続」で検索。 

フリーダイヤル そうぞく・いごん 

    0120-339-150 

お電話でのご相談は、こちら… 

お電話お待ちしております。 

こんなお悩みありませんか？ 
◆トラブル防止に遺言を書きたい。 

◆不動産の名義変更をしたい。 

◆借金があり、相続放棄をしたい。 

◆生前贈与の相談をしたい。 

等々、何でも気軽にご相談ください。

所在：姫路市東延末三丁目１８番地 
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会
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